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京
都
巡
回
展
に
つ
い
て 

 

東
京
都
美
術
館
改
修
の
影
響
で
長
ら
く
実
施
を

見
合
わ
せ
て
い
た
巡
回
展
が
、
再
び
実
施
で
き
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
開
催
準
備
は
本
展
会
期
中
か

ら
、
事
務
局
始
め
小
宮
山
実
行
委
員
長
及
び
関
係

委
員
で
着
々
と
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

多
く
の
会
員
や
仲
間
を
誘
っ
て
京
都
に
集
い
親
交

を
深
め
ま
し
ょ
う
。 

 会
期 

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
七
日(

水)

～
三

月
三
十
一
日
（日
） 

会
場 

京
都
府
京
都
文
化
博
物
館
五
階
展
示
室 

京
都
市
中
京
区
三
条
高
倉
（07

5
-2

2
2
-1

7
7
1

） 

作
品 

第
三
十
六
回
新
日
美
展
か
ら
百
点
を
選
抜

し
展
示
す
る
。
選
抜
要
領
は
審
査
員
作
品
、

受
賞
者
作
品
、
関
西
方
面
出
品
者
を
優
先
的

に
選
抜
し
作
家
の
承
諾
を
得
て
決
定
し
た
。
出

品
料
五
千
円
。 

作
品
の
搬
出 

選
抜
さ
れ
た
作
品
は
巡
回
展
終
了 

 
 

 

後
約
二
週
間
搬
出
で
き
ま
せ
ん
。
（
四
月
中
旬

予
定
） 

連
絡
先 

事
務
局
：森
屋
（04

-7
1
9
1
-6

7
6
0

） 

本
部
担
当
：小
宮
山
（04

-7
1
9
1

-8
0
3
4

） 

京
都
支
部
担
当
：飯
村
（07

7
4
-6

2
-5

0
5
9

） 

懇
親
会 

（展
示
作
業
終
了
後
に
開
催
す
る
の
で
作

品
鑑
賞
は
翌
日
か
ら
可
能
と
な
り
ま
す
。
） 

 
 

日
時 

三
月
二
十
六
日
（火
）四
時
三
十
分
よ
り 

 
 

会
場 

が
ん
こ
（お
屋
敷
・高
瀬
川
二
条
苑
） 

 
 

電
話 

0
7
5
-2

2
3
-3

4
5
6
 

京
都
市
中
京
区
木
屋

町
二
条
下
ル
東
生
洲
町
四
八
四
―
六 

 
 

会
費 

五
千
円 

 

申
し
込
み 

三
月
十
日
ま
で
に
事
務
局
森
屋
ま
で 新日本美術協会 

 
 

事務局 
千葉県柏市大津ヶ丘 

3-17-17-401 

森屋治三方 

℡04-7191-6760 

 

編集委員 

本部 小高峯夫 

富岡ネム 

大石 亨 

京都 四方公子 

広島 藤原清二 

 

次号平成25年 5月予定 

 

36回展最高賞作品  

 

 

 

 

 

 

 

 

文部科学大臣賞 

土屋政夫 東京 

油彩画 Ｆ100 

「水底のオブジェ」 

作品講評 中野 中先生 

３６回展一般応募 入賞作品 

 

 
特 選 

福間 基 島根 

陶芸 51×7 

「黄瀬戸釉花火紋大皿」

皿」 

 

新人賞 

黒田美枝子 東京 

陶芸 3７×19×18 「暁闇」 

新人賞 

保泉一紅 埼玉 

油彩画 Ｐ120 「金昌寺」 

新人賞 

浜田洋子 東京 

日本画 Ｆ30 「月の香り」 

 
 

マルオカ工業賞 

片桐金治郎 千葉 

油彩画 変 100 

「怒り」 

松田油絵具賞 

小松輝雄 千葉 

日本画 Ｆ50 

「梄」 

 

佳作 

松浦三枝子 広島 

水墨画 Ｆ30 

「雪化粧」 

佳作 

西丸正恵 東京 

陶芸 71.５×34 

「不協和音程」 

東京都知事賞 

井上貴絵 長野 

日本画 Ｆ100 

「雪降る音」 

降
る
雪
が
水
辺
も
枯
木
も
白
く
染
め
上
げ
て
い
る
。

静
か
に
静
か
に
刻
は
止
ま
っ
た
よ
う
に
佇
む
。
水
平
線

を
高
め
に
し
た
構
成
と
、
け
む
る
よ
う
な
林
と
水
面
、

枯
木
と
そ
の
影
の
構
成
と
対
比
が
巧
み
に
な
さ
れ
、
自

然
観
照
の
深
さ
が
思
わ
れ
る
。
音
も
な
く
降
る
雪
に
音

を
感
じ
る
の
は
、
作
者
の
鋭
く
豊
か
な
感
性
が
あ
り
、

自
然
に
寄
せ
る
ア
ン
テ
ィ
ー
ム
な
思
い
で
あ
ろ
う
。 

 
静
か
に
、
深
々
し
た
思
い
を
抱
か
せ
る
。
水
底
は

ア
ン
モ
ナ
イ
ト
が
象
徴
す
る
よ
う
に
永
い
時
を
経
て

荒
蕪
地
の
よ
う
に
荒
れ
果
て
、
廃
棄
物
が
散
乱
す

る
。
そ
ん
な
中
に
も
光
は
生
ま
れ
花
は
咲
く
、
シ
ュ

ー
ル
で
幻
想
的
な
景
観
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
感
じ
さ

せ
る
。
静
謐
の
中
で
動
い
て
い
る
の
は
た
だ
水
泡
の

み
。
確
か
な
イ
メ
ー
ジ
と
卓
抜
な
描
写
力
。 

 

佳作 

松浦敏世 栃木 

油彩画 Ｆ80 

「らくがき」 

http://www.shinnichibi.org/recodofexhibition/36sinnichibite/002.htm

